
ＤＸデータセンター活用研修
１）ＤＸデータセンターの概要
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本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



ＤＸデータセンターの概要

 BIM/CIMで用いる３次元モデル等を保管し、受発注者が測量・調査・設計・施工・維持管理の事

業プロセスや、災害対応等で円滑に共有するための実証研究システム。

 利用にあたっては、発注者から

のＩＤとパスワードの付与が必

要となる。



 当面の取り組みとして、３次元モデル等を扱うソフトウェアを搭載することで、受発注者が３次

元モデル等の閲覧、作成、編集、受け渡し等をシステム上で行うことを可能とする官民共同研究

を実施している。

ＤＸデータセンターの概要



 インフラ分野のＤＸに関する実証研究システム

 当面の取り組みとして、中小規模の施工業者等が３次元モデルを活用することを支援するシステ

ムを構築（官民共同研究）

ＤＸデータセンターの役割



課題１

データが散逸してお

り、過去の成果品

（３次元モデル）の

入手・参照が困難

３次元モデルの活用における３つの課題

出典：DXデータセンターの概要2023年10月10日版（国土技術政策総合研究所）



課題２

中小規模の施工業者

にとって、３次元モ

デルを扱うソフト・

端末を調達・使用す

る負担が大きい（技

術・費用）

３次元モデルの活用における３つの課題

出典：DXデータセンターの概要2023年10月10日版（国土技術政策総合研究所）



課題３

データのサイズが大

きく、インターネッ

ト回線でのデータ受

け渡しが困難であり、

３次元モデルの共有

が困難

３次元モデルの活用における３つの課題

出典：DXデータセンターの概要2023年10月10日版（国土技術政策総合研究所）



３次元モデルの活用における３つの課題への対応

出典：DXデータセンターの概要2023年10月10日版（国土技術政策総合研究所）

課題１

データが散逸しており、過去の

成果品（３次元モデル）の入

手・参照が困難

課題２

中小規模の施工業者にとって、

３次元モデルを扱うソフト・端

末を調達・使用する負担が大き

い（技術・費用）

課題３

データのサイズが大きく、イン

ターネット回線でのデータ受け

渡しが困難であり、３次元モデ

ルの共有が困難



①３次元モデル
等の保管

３次元モデルの活用における３つの課題への対応

出典：DXデータセンターの概要2023年10月10日版（国土技術政策総合研究所）
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成果品（３次元モデル）の入
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い（技術・費用）

課題３

データのサイズが大きく、イン

ターネット回線でのデータ受け

渡しが困難であり、３次元モデ

ルの共有が困難



①３次元モデル
等の保管

②仮想ＰＣサーバー

３次元モデルの活用における３つの課題への対応

出典：DXデータセンターの概要2023年10月10日版（国土技術政策総合研究所）
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成果品（３次元モデル）の入

手・参照が困難

課題２

中小規模の施工業者にとって、

３次元モデルを扱うソフト・端

末を調達・使用する負担が大き

い（技術・費用）

課題３

データのサイズが大きく、イン

ターネット回線でのデータ受け

渡しが困難であり、３次元モデ

ルの共有が困難



①３次元モデル
等の保管

②仮想ＰＣサーバー
③受発注者の作業領域

３次元モデルの活用における３つの課題への対応

出典：DXデータセンターの概要2023年10月10日版（国土技術政策総合研究所）
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末を調達・使用する負担が大き

い（技術・費用）
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①３次元モデル
等の保管

②仮想ＰＣサーバー
③受発注者の作業領域

④３次元モデル
を共有するＷｅ
ｂ会議システム

３次元モデルの活用における３つの課題への対応

出典：DXデータセンターの概要2023年10月10日版（国土技術政策総合研究所）

課題１

データが散逸しており、過去の

成果品（３次元モデル）の入

手・参照が困難

課題２

中小規模の施工業者にとって、

３次元モデルを扱うソフト・端

末を調達・使用する負担が大き

い（技術・費用）

課題３

データのサイズが大きく、イン

ターネット回線でのデータ受け

渡しが困難であり、３次元モデ

ルの共有が困難



３次元モデル等の保管
アーカイブストレージ

仮想ＰＣサーバー
有償・無償ソフトウェア

受発注者の作業領域
クラウド的に利用可能

３次元モデルを共有する
Ｗｅｂ会議システム

モデルの検索・入手が容易 ３次元モデルを気軽に扱え、技術構築・普及に寄与

高価なソフト・端末の購入が不要

大容量データのやりとりが容易

受発注者間で情報共有

ＤＸデータセンターの機能

出典：DXデータセンターの概要2023年10月10日版（国土技術政策総合研究所）

課題１

データが散逸しており、過去の

成果品（３次元モデル）の入

手・参照が困難

課題２

中小規模の施工業者にとって、

３次元モデルを扱うソフト・端

末を調達・使用する負担が大き

い（技術・費用）

課題３

データのサイズが大きく、イン

ターネット回線でのデータ受け

渡しが困難であり、３次元モデ

ルの共有が困難



３次元モデル

点群データ

河川３Ｄ管内
図

※平成２９～令和３年度
の約１０００件の成果品

を補完

 BIM/CIM活用工事・業務の成果品の３次元モデル、
河川３Ｄ管内図、点群データ等を保管しています。

３次元モデル等の保管

課題１

データが散逸してお

り、過去の成果品

（３次元モデル）の

入手・参照が困難

出典：DXデータセンターの概要2023年10月10日版（国土技術政策総合研究所）



仮想ＰＣサーバー，受発注者の作業領域

課題２

中小規模の施工業者

にとって、３次元モ

デルを扱うソフト・

端末を調達・使用す

る負担が大きい（技

術・費用）

出典：DXデータセンターの概要2023年10月10日版（国土技術政策総合研究所）

 ＤＸデータセンター内のサーバーにある専用ソフト
ウェアの利用が可能となる。(有償ソフト有）

 クラウド的に利用し、発注者間、受発注者間、受注
者間で３次元データ等を共有できる。



３次元モデルを共有するＷｅｂ会議システム

課題３

データのサイズが大

きく、インターネッ

ト回線でのデータ受

け渡しが困難であり、

３次元モデルの共有

が困難

出典：DXデータセンターの概要2023年10月10日版（国土技術政策総合研究所）

 ３次元モデルを共有するＷｅｂ会議を開催できる。

 すべての参加者が３次元モデルの操作、コメント付
与、ファイル添付、ポリライン作図等を行うことが
できる。



BIM/CIM活用工事・業務の成果品の検索

 BIM/CIM活用工事・業務の成果品を検索できる。

 検索条件（工事・業務名、事務所名、工期等）に該当する成
果品を地図上のピンと表で示す。



ＤＸデータセンター活用研修
２）ＤＸデータセンターの利用方法と権限
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本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



利用対象者及びソフトウェア

（1）国土交通省職員

（2）民間事業者等

利用対象者



・３次元モデル等の閲覧

（無償ソフトウェア利用）

・３次元モデル等の閲覧，作

成，編集，受け渡し等

（有償ソフトウェア利用）

（1）国土交通省職員

（2）民間事業者等

ソフトウェア

利用対象者及びソフトウェア

利用対象者



発注者作業領域の利用

 発注者側ストレージの発注者作業領域では、各組織のフォルダの利用が可能

 共有フォルダでは、国土交通省の全職員によるデータ共有が可能



受注者作業領域の利用

 受注者は、自身の受注案件の「工事・業務フォルダ」のみ利用が可能

 発注者が許可した場合に限り、他の受注者の「工事・業務フォルダ」での読み取りが可能



ＤＸデータセンター活用研修
３）ＤＸデータセンターの利用手順
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本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



ＤＸデータセンターの利用手順

 国土交通省職員と受注者がスタートガイドで利用準備を終えた後、様々な利用シーンでＤＸデー

タセンターを利用していくために必要となる主な手順を紹介する。

 不明な点については、ＤＸデータセンター

ヘルプデスクに、問い合わせる。



想定する基本的な利用シーン

 受注者が３次元データを作成・編集し、その３次元データを発注者が閲覧することにより、受発

注者間で３次元データを共有する。



想定する応用的な利用シーン（２）

 発注者が工事や業務の貸与資料を保存することにより、受注者は貸与資料を閲覧できる。



受注者作業領域の利用の流れ



ＳＴＥＰ１ 工事・業務情報の入力からパスワードの変更

 工事・業務の契約後、工事・業務情報を登録する。登録後の修正も可能。

 登録後に１週間以内に、ＤＸデータセンターから、受注者へ１ユーザー分のＩＤと仮パスワード

が、メールで自動送信される。



工事・業務情報の入力について

 工事・業務の契約後、「ＤＸデータセンターポータルサイト」にログインし、「アクセス権管

理」から工事・業務情報を登録する。登録後の修正も可能。



ＳＴＥＰ２ 工事・業務フォルダ自動作成とアクセス権限初期設定

 登録後は、工事・業務ごとに「工事・業務フォルダ」が自動的に作成される。

 利用可能なフォルダのアクセス権限も自動的に設定される。



工事・業務フォルダの自動作成について

 発注者が工事・業務情報を登録した後、受注者のＩＤ・仮パスワードを記載した自動配信メール

の送信と同時に、「工事・業務フォルダ」と「ショートカット集」が自動的に作成される。



フォルダアクセス権限の初期設定

 「工事・業務フォルダ」の作成と同時に、受注者が利用できるフォルダへのアクセス権限（読み

取り／変更）の初期設定が自動的に行われる。



ＳＴＥＰ３ 工事・業務フォルダの閲覧

 発注者は、所属する事務所の各工事・業務フォルダに保存されているファイルの閲覧が可能。

 専用ソフトウェアがなくても仮想ＰＣを利用し、受注者が作成した３次元データを閲覧できる。



所属する事務所の「工事・業務フォルダ」閲覧のためのアクセス方法について

① ３次元データ以外のファイルは、エクスプローラー経由でアクセスすることで閲覧可能。

② ３次元データは、仮想ＰＣ経由で閲覧専用のソフトウェアを利用することで閲覧可能。ただし、

事務所ＰＣに閲覧用のソフトウェアがある場合は、①の方法で閲覧可能



アクセス方法その１：ＰＣのエクスプローラー経由でアクセスしデータを閲覧

 ３次元データ以外のファイルは、手元のＰＣのエクスプローラー経由でＤＸデータセンターの

「工事・業務フォルダ」を開き、受注者が保存したファイルを閲覧可能。



アクセス方法その２：仮想ＰＣ経由（閲覧用の専用ソフトウェアが必要な場合）

 ３次元データのように閲覧時に専用ソフトウェアが必要となるデータは、仮想ＰＣにログイン後、

「工事・業務フォルダ」にアクセスし、受注者が保存したファイルを閲覧できる。



【参考】仮想ＰＣのデスクトップのショートカット

 仮想ＰＣへのアクセス用にデスクトップへショートカットつくると利用がスムーズになる。



ＳＴＥＰ４ プロジェクト管理・貸与資料フォルダの作成

 受注者との情報共有を行うために、プロジェクト管理フォルダや貸与資料フォルダを手動で作成

することが可能。



利用ガイド_正式運用編.pdf

プロジェクト管理・貸与資料フォルダの位置づけ

関係者と情報共有を行うためのフォルダである。各フォルダの位置付けを以下に示す。

【貸与資料フォルダ】【プロジェクト管理フォルダ】

• 発注者と複数の受注者の間、あ

るいは、複数の受注者の間で、

情報共有を行うためのフォルダ

• 例えば、受注者が３次元データ

を作成・編集し、発注者あるい

は複数の受注者と３次元データ

を共有して閲覧することにより、

関係者間での情報共有を行う。

• 発注者が受注者への貸与資料等

を保存し、受発注者間での情報

共有を行うためのフォルダ

• 例えば、発注者が３次元データ

等の貸与資料等を保存し、受注

者と貸与資料等を共有して閲覧

することにより、受発注者間で

の情報共有を行う。



プロジェクト管理・貸与資料フォルダの作成

 これらのフォルダは、手元のＰＣのエクスプローラー経由、あるいは、仮想ＰＣ経由で受注者作

業領域の事務所フォルダに移動し、事務所フォルダの内部に、プロジェクト管理や貸与資料の

フォルダを手動で作成可能。



ＳＴＥＰ５ フォルダのアクセス権限管理と利用

 必要に応じて、受注者が利用するフォルダのアクセス権を管理する。

 契約した工事・業務のフォルダに加えて、他工事・業務のフォルダの利用を別の受注者に許可す

ることも可能。



フォルダのアクセス権限の管理

 工事・業務の契約後、「ＤＸデータセンターポータルサイト」にログインし、「アクセス権管

理」から受注者のアクセス権（読み取り／変更）を設定する。



ＳＴＥＰ６ 工事・業務情報の削除処理

 工期終了後に、工事・業務情報を削除する。

 受注者は、発注者の工事・業務情報の削除後、ＤＸデータセンターの利用を終了する。



工事・業務情報の削除処理

 工期終了後、「ＤＸデータセンターポータルサイト」にログインし、「アクセス権管理」から工

事・業務情報を削除する。

 削除処理を行うと、受注者のＩＤ・パスワードと工事・業務フォルダが削除される。



【参考】BIM/CIM成果品の検索から閲覧まで

 受注者からのBIM/CIM成果品の閲覧申請に対し、承認・非承認の判断を行う。



【参考】閲覧申請の処理

 閲覧申請を許可する場合は、「ＤＸデータセンターポータルサイト」にログインし、「アクセス

権管理」からBIM/CIM成果品の閲覧申請について許可処理を行う。



これで、

ＤＸデータセンター活用研修 の

ｅラーニングを終了します。

ご視聴ありがとうございました。

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。


